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日  時

場   所

10:00

10:00ヽ 10:05

10:05～ 10:15

10:15～ 10:20

10:20～ 10:30

10:30～ 10:35

10:35へ 10:40

10:40～ 11:15

11:15～ 11:30

11:30～ 11:50

現 。 次 期 地 区 委 員 長 合 同 会 議

1983年 4月 23日

受付    9:30～ 10:00

会議‐  10:00～ 15100

新阪急ホテル  花の問

プ  ロ グ ラ ム

開会点鐘

″バナー挨拶

来賓及び現委員長紹介

ガバナーノミニー挨拶

次年度委員長紹介

地区ガバナー指名委員会

意義ある業績賞委員会

クラブ奉仕部門

職業奉仕部門

社会奉仕部門

戸田ガバ ナー

戸田ガバ ナー

戸田ガバナ ー

世戸ガバ ナー ノ ミニー

世戸ガバナ ー ノミニー

(5分 )

(5分 )

(35分 )

(15分 )

(20分 )

11:50～ 12:25 昼  食 (35分 )

12:25～ 12:55

12:55～ 13:40

青少年奉仕部門

国際奉仕部門

(30分 )

(45分 )

13:40～ 13:50 休  憩 (10分 )

13:50´‐14:25

14:25～ 14:40

14:40～ 14:48

14:48～ 14:55

14:55～ 15:00

15:00

ロータリー財田部門     (35分 )

拡大部門         (15分 )

地区資金委員会      (7分 )

地区大会         (8分 )

ガバナー謝辞        戸田ガバナー

ロータリーソング「手に手つないで」

点鐘閉会
‘
」





向 笠 広 次

日本,大分県,中津RC

親愛なる同僚□一タリアン諸君

人類はひとつの大きな家族一すべての人間,すべての
国民を含むひとつの大きな家族です。全家族の平利と

華福がなければ,個人の平和と華福はあり得ません。

世界の平和と華福は全人類の共通の願いである筈です。

しかし,不信と猜疑が障害となつて,人々が他の人々
と分から合い助け合うことを妨げています。人々が人

類はひとつであることを認識する時,親睦,友情,寛
容の出が生まれ,この障害に打ち勝つ力となるでしよ
つ。

従つて,□―タリーを通じて世界中に友情の橋をかけ
ようではありませんか。そうすることによつて不信と

猜疑は取り除かれ,障害は克服され,そして世界の平
和と人々の幸福が実現するでしよう。

叡 具

人類はひとつ

友情の橋をかけよう

●あなたのクラプにおいて一真の友情と友好的な行

動の基礎として知り合いと親睦を深めること|こよ

つて :クラプの会合に出席することによつて :新

会員を導入することによつて :クラプの計画と活

動|こ加わることによつて :あなたのクラプの同僚

達と意見や関′じヽを分から合うことによつて。

●あなたの職場において一□―タリーの職業奉仕の

理想を言行に示すことによつて :あらゆる有用な

職業に対する尊敬の念を植えつけることによつて :

若人達に職業に関する情報を与え職業決定の指導

をすることによって。

●あなたの地域社会において一地域社会の人々と思

いやりの精神を分かち合うことによつて ;他人と

いうのはまだ会つたことのない友人であることを

認識することによつて :地域社会の中にあるへだ

たりを取り除<ことによつて :老人,障害者,不
華な人々を助けるよう献身することによつて :イ

ンターアクト,□―ターアクト及びRYLAを 通
じ青少年と共に奉仕することによつて。

世 界 中 に

●国際理解,善意と平和が真に起こり得るものであ
ることを示すことによつて :他人が友人となるの

を助け,対立する者が仲間同志 |こなるのをうなが
す諸計画,即ち□―タリー財団,3-H計画,世界
社会奉仕,組み合わせ地区及びクラブ・プログラ
ム,青少年交換,姉妹クラブ或は姉妹都市,国際
共同委員会及びその他の計画を推進し向上させる

ことによつて。

11か、す″み
/ιU レ /・ 

′/｀ψ
国際□―タリー会長
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地区ガバナー指名委員会

委員長   種田憲次  (大 阪住吉 )
委員    原田秀雄  (大 阪北 )
″    大谷一雄  (大 阪西 )
″    田宮 佐  (高  槻 )
″    峯村英薫  (大 阪東 )
″    平井常次郎 (大阪南 )
″    菅生謙三  (大 阪北 )
″    伊藤恭一  (大  阪 )
″    伊瀬芳吉  (池  田 )

7月 27日 に最初の委員会を開き、各委員に資料を配布 し選考の基本方針について

討議 した。

1)ク ラブ創立 20年以上の会長経験者より選ぶ・
2)大 阪府北部の RCよ り選びたいが、不可の場合は大阪市内次に大阪府東部の順とする。

立派な候補者が多数おられるが、いざ接渉となるとお仕事の都合でどうしても″バナー

としての時間が割け得ない方が多く、又健康状態から2年後のガバナー就任時期に自信

がないということで、候補者選出に大変難航 した。委員会も9月 2日 (地区諮問委員会

の時)10月 30日 (I.G.F。 第 1組 )11月 12日 (地区諮問委員会の時 )と 開催 したが

決定をみず、大阪北部、大阪市内よりの選出を断念し、 11月 14日 の委員会にて
東大阪RCの シニア・ アクチプ会員(歯科医)大阪歯科大学名誉教授 中村俊一君を
1984～ 85年度″バナーノミニー候補者として推薦することに決定 した。
ガバナー月信 7号 (12月 )に て発表し、 12月 25日 の期日を決めて他に候補者を推薦
するクラプの提案を待ったが、指定の期日までにどのクラブからも候補者の提案がなかっ

たので、戸田″バナーは″バナー月信 8号 (1月 )に て中村俊一君(東大阪)を 1984～
85年度の RI第 266地 区のガバナーノミニーとして宣言された。更に 4月 16日
大阪厚生年金会館に於いて開催された地区大会に於いて中村俊一君はガ′ヾナーノミニー

として選出された。

予算 120、 000円   支出累計 4、 635円   残高  115、 365円
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意義ある業績賞委員会

委員長  種田憲次 t大阪住占)
委員   伊藤恭 ― (大  阪 )
″   伊瀬芳吉 (池  田 )

″バナーナ:信
=サ
IIて :意義ある業績賞 |の選定の基準(5項 目)を 発表 し、各クラブに

対 L´ 表彰由請 とその資料を10月 30日 までに応募するよう,■ 訴えた。

期颯までに大阪東、大阪平野、大阪城東、大阪大淀、大阪心斎橘、高槻東、豊中南、

′、尾及び池■の 91「 CヽII〕 中請書が提出された。

日召和57年 111130日 戸田ガバナー出席の Tヽ

・
に委員会を開催 し慎重審議の結果、豊中南 RC

の`青少年11題 を考える塵談会」は 1昨年のf中 学生″:4談 会 i昨 年の「学校指導主事 。PTA
。ロータリアンによる座談会 |に 続 き、保護司、補導担当教師、 PTAの 代表による座談
iで学校、家庭、地域社会が青少年の非行の実態を知りどのよう:こ取 り組むかとい う現在

最 も関心の多い問題を取 り 11げ ているばかりでなく、豊中南 RCが青少年問題について
毎年継続的 |こ 真正面から取 ')組 み地域社会

への奉仕を行なっておられるので、これを1982
ヽヽ 3年度の1意 義ある業績賞」候補として推薦することに決定 した。

大阪平野 Iく Cの 1養護学校生徒の阪神パークヘのバスツアー」、高槻東 RCの「職域対抗親
善ソフ トボール大会 |、 八尾 RCの「フィリピンヘのWCS」、大阪大淀 R(1の「緑の公園」
大阪城東RCの「台湾中学生への発学資金」、大阪東 RCの「弱視用の特製漢和辞典の製作」
及び大阪心斎橋 RCの :フ ィリピン大学生への奨学基金 iの 1件 はいずれも優秀であって
円乙を■)け難い程であったので、ガバナーより別途適当なる機会に表彰されることを希望

した。これら7件は地区大会にて準意義ある業績賞として表彰された。

池[3R(:よ |)中 請された西村 一大会員よりの20年 に亘る例会への生花寄贈は、この賞の

選定基準に:ま 合致 しないが、毎月の初例会に飾られた生花が社会奉仕委員長の手で池田

病院入院患者の慰間品として贈呈されていることは、おもいや りの暖かい心としてガバナ

ーよ 7)別途披露表彰されることを希望 した(,こ れは 4月 の地区大会にて特別奉仕賞として

″バナーより表彰された。

計算 30、 000  支出累計  0  残高  30、 000
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クラブ奉仕部門

(追 記 )

19S3年 規定審議会決定事項の うち、クラブ奉仕部門関係は次の通 り

制 (S3r_望生△玉盆菫重型2宣笙止1上期中ia入 会上の分担金_創 設

RI細 則第15条 第3節 (a)及 び第4節 (a)の 改正、追加

年間の人頭分担金LS.S17.00を L.S.$20.00に 値上げ(原案LS.$22.00)し 、7月 1日

及び1月 1日 の会員数 1■応 してクラプが各半期毎 ,こ 支払 うこととなる。又半期の中途で

入会する新会員1人 につき四上期分の分担金 としてUoSo S5.00(原 案UoS.Sう 。50)を

10月 1日 または4月 1:]付 で支払 う制度を創設 した。

制 (83-31 )新 クラ ブ 加岬金金額 決 宇の

IR I細 則第1条 第1策 (a)項の改訂

新 クラプの加盟金L.So S 150.00ま たは その相当額 を肖」除 し、加盟金 :ま RI理 事 会 :こ よっ
て決定された金額 とするよう改正

制 (S3-34) 定審議会代議員の旅 の補助 として追加分担 を徴収する

RI細 則第15条 第3節 に項 目追加

規定審議会の開催が予定される年度に各クラブ |ま 会員 1人 当たりし。S.Sl.00を 7月 1「」

付で、審議会のクラブ代表の旅費の助成金にあてる為、追加分担金 として支払う。

11基 i11■71狙疑_1ム全の_′上フ_プ:生左控⊇_基礎とを多態 数墓定,運_r_■童
RI定款第8条 第3節 (a)項

上記算定の日を国際大会要催の日よりさかのば って〔〕ケ月目の最終例会日の会員数

とするを改め、大会直前の12月 31日 現在の会員数によることとする。

制(S3三 124)ク_222区盛笙:二あ 入 会条件を援禾〔|

RI定 款第4条 第3節 に追加
六人が クラプの区域外にあるが 1司 一市内または隣接 クラプの区域内に事業場又 |ま

住居 をもっている人を新会員として人会せ しめることができる。

134 )ア デ ン′ヨ ナ ル 今 目の 身 分 規定 を修 T

RI細則第3条 第3節 (a)項及び標準 クラブ定款第S条 第2節 (b)を 修正
推薦の正会員が身分を集結 した時、又はシエア・ アクティブとなった時、アディンョナ

ル会員は自動的にその身分を集結するとあるを改め、正会員がその身分を失っても

アデイショナョル会員の身分には何等の影響がないものとする。

S3-13S パ ス ― ビ ス 2正全L星:在籍年_数_憂年か ら3年 :こ 短縮
RI細 則第3条 第5節 (a)項

制(S3-152)出席 クレジット又 |ま メークアップの為には例会時間の少な くとも60%出 席

二K■L主主`_と _き |ま 生席 とみなされ_ろ

標準クラブ定款第8条第5節 (a)項 :こ追加

所属クラブ或は地の クラブに出席 した例会で、その例会時間の少な くとも60%出席
していなければ欠席 とみなされる。
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会員増強委員会

委員長

委員

日和佐良太郎 (八尾東 )

岡部次郎   (箕  面 )

協  満   (大阪心斎橋)
(1)会員増強

六年度の会員増強については、 7月 上旬向笠 RI会 長より全地区″バナーヘのメッセー
ジが送 られ、「ガバナーの重要な任務の一つは、各クラブを強化することであり、その強

化する:こ 当たって欠 (二 とのできない一つの要素は会員の増強である」と強 く要請された

のであ ')ま す。当地区戸田ガバナーもこの要請に応 して、本年度純増加数202名 (5、 7%)

の 里標をたてて増強対策に入ったのであヤ)ま す。

1。 例年にない初の全地区の合同会員増強委員会が1982.7.10帝 国ホテルにて開かれ、増

強セミナーで各委員が意見を提出して討論 した結果、有効な資料を得ることが出来

ました。

2.そ の資料を参考にして会員増強に関するアンケー トを各クラブに依頼 した主なる

内容は、 (イ )増強についていかなる方策を講 じているか(そ の具体例 )(口 )増強につ

いて非常に効果があった例、アンケー トの結果については (イ )について20件、(口 )

,■ ついて22件の報告があり、その成果は極めて良好であった。アンケー ト報告書

を各クラプの参考資料として会長宛に配布 したクラプでは、その報告書を検討 して

増強対策に供 したと思われる。

3.ガバナー月信9号 に会員増強に関する記事を掲載 した。″バナーの純増加 目標5。 7%

202名 に対 して12月 末達成人数 102名 (3.4%)で後半82名 の達成について各クラブヘの

一層の努力をお願いした。58.3月 までの純増加数は132名 であり期首会員数3542名

に対 して3。 7%で ある。(前年度 120名 、増加率2.1%)

4.ア ンケー ト結果による最 も有効であった方策と非常に効果があった具体的な例

イ。例会において再 々増強の必要性を説 く

口。全会員に新会員紹介に関する情報カードを毎月配布する。

ハ.会 長自ら指揮 して増強に関するフォーラムで指導 している。

二。多くの会員が移籍で激減 したため、全会員が真剣になって増強に取 り組んだ

ホ。新 しいクラブだけに今まで理事 。役員が積極的に増強活動に奔走した。

へ。末広グループと称 して 5名 で 1グ ループを作 |)新 会員獲得の運動を起こして

効果を得た。

予算 120、 000  支出累計  49、 120  残高  70、 880
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広報委員会

委員長  藤平信秀  (大  阪 )

委員   真崎貞夫  (大阪北 )
″   中谷洋一  (大阪南 )

「人類はひとつ一世界中 :こ友情の橋を架けよう」一この向笠 RI会長テーマの強調を地区

広報委員会活動の中心にすえて活動を進めた。なかんず く、国際ロータリー第 266地 区

などの援助で、スリランカの首都コロンポ近郊に完成 した孤児院をめぐるロータリアン

のハー トウォーミング・ ストーリーについては、戸田ガバナーのご指示もあり、強 く各

広報機関に働 きかけ、たびたび日刊新聞の紙面を飾った。一般読者にアピールするドラマ

チックなニュースを素材として、各紙がこぞってとりあげたものであろう。I世 界中に友

情の橋を」のテーマをきわめて具体的に訴えることができた。その他第 266地 区 。第 2

64地区のインターアクトの海外研修を「香港・ 中国で友情の輸」と題 して、同行取材を

3回 にわたって連載 した地元紙 もあった。

なお、恒例の在阪新聞、放送、通信各社ロータリー係とガバナー、広報委員会との懇談会

は 8月 2日 開催、各社全員の出席を得、実ある会合となった。

今後とも4月 15。 16日 の第 266地 区年次大会をはじめ、日韓親善会議、ローター

アクト年次大会などエベントが続 く。一般広報機関に訴え得る報道の切 |}「1を さらにI夫

し、一般への周知と理解を求めたい。

次年度地区広報委員長の船田芳一氏は高名な広報の専門家であり、誡実、温厚の 人格者

である。至らざることのみ多い本年度委員長と変わって、一層積極果敢で、ユニークな

広報活動の高揚が期待される。

予算  200、 000 支出累計  201、 371 残高  △ 1、 371
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規定情報委員会

委員長  林  董  (豊  中 )

委員   村田悦蔵  (大阪北 )
″   村田善明  (豊  中 )

今年度から地区規定委員会が地区規定情報委員会に改称され、規定ばかりでなく情報活

動 :こ も努力するよう要請された。そこで当委員会の活動 としては、まず第一に1988年 3月

7日 から10[1ま での間、モンテ・ カルロにおいて開催された規定審議会に対する準備であ

り第二には各クラプに対するロータリー情報の普及徹底に務めたつ も :)で ある。

1.規定審議 会|こ 対する準備及び活動

(1)改正案の提出(RI細則6-1、 標準 クラブ定款14-3)は 当地区から制定案83-3S、

青少年への奉仕を経領の第5項 とする件(豊 中RC)と 、88-94、 クラブ細則に例会場

を記哉する件(大 阪北RC)の 2件のみであったが両案ともに否決され残念であった。

(2)規定審議会に提出された改正案lSS件 を討議する会合(RI細則9-2)を 本年1月 12日

(水 )午後、薬業年金会館において開催 した。当日は規定審議会の クラプ代表伊藤

パスト″バナーを中心に各クラブ会長に集合 してもらい熱心に討議 した。そして

これを各クラブで更に十分検討 してもらった上で、賛否のアンケー トを1月 31日

(月 )ま でに提出 してもらうこととした。

{3)前 項の改正案に対するアンケー トは当初の予定より締切日を早めたにもかかわらず

5 3RC全 部が提出された。これを2月 上旬までに集計整理 して、参考資料として規定

審議会の クラブ代表伊藤パストガバナー :こ お渡 しした。

(4)そ の後RIよ り送付された追加改正案については検討する時間的余裕な く、クラブ

代表伊藤パスト〃バナーに一任の形となった。

(5)規定審議会での審議内容結果については、4月 14日 (本 )午後ロイヤルホテルにおい

て開催される地区年次大会前日の会長・幹事懇談会の席上、クラブ代表伊藤パス ト

ガバナーから説明を聞 く。

2.ロ ータリー情報の普及徹底に関する活動

(1)「 ロータリー情報の普及徹底を図るための具体的手段方法について」を議題 として、

各クラプロータリー情報委員長会議を昨年8月 28日 (土 )午後、ホテル南海において

開催 し、それな りの成果をおさめた。

(2)各 クラプに規定情報委員会もしくは規定担当者を常置してもらうよう強 く要請 した

(3)〃バナー月信の「規定情報コーナー」に規定ばかりでなく、広範囲のロータリー

情報を掲載するよう努力 した。

3.次年度早々にクラプロータリー情報委員長会議を開催 し、規定審議会で採決された改

正案の研究討議をしたい。 しかし今年度は規定審議会が早期に開かれたためその決定
に対する意志表示がいつまでになるか ?

予算  80、 000 支出累計  86、 400 残高  △6、 400
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雑誌委員会

委員長  今井悠紀  (大  阪 )

委員   村主恵快  (茨  木 )
″   滝岡敏郎  (大 阪住吉 )

1982年 11月 20日 (土 )、 中之島NCB会 館にて地区内49R Cの 雑誌委員長が出席 し、1982～

1983年度第 266地 区雑誌委員長会議が開催され、“ロータリーの友"を 中心に活発に討議

された。会議は「友」副委員長の加藤進治パストガバナーより、「 RIの 公式雑誌で、購入

を義務づけられている「友」は、ロータリアンの雑誌であり、会員自らが編集に参画でき

る。会員の「友」に対するご批判 。ご意見は大歓迎で、村主地区委員を通 してどしどし

お寄せ戴 きたい。それが「友」の発展 と、会員の「友」への親 しみにつながる。」という趣旨

のスピーチで始まった。次いで川崎「友」編集長から、編集方針 。編集作業の進め方の具体

的な説明があり、全出席者が IoG.F.の グループ毎に討論 した。各グループから貴重

な意見、或は疑間点等が数多 く出されたが、加藤パス トガバナー・川崎編集長ともども

丁寧かつ率直に答えられていたのが大変印象的であった。最後に種田直前ガバナーから

「雑誌委員長の皆さんの熱心なご努力によって、地区内から“ロータリーの友":こ 対する

投稿が次のように増加 している。」という発表が行なわれた。

予算 120、 000 支出累計  7、 325  残高  112、 675

ロータリーア トワーク 友愛の広場 卓話の泉 その他

1980年 34件 11件 22件 18件

1981年 40件 19件 23件 27件

-9-



職業奉仕委員会

委員長  中島 誠  (池  田 )
委員   城野和三郎 (大阪阪南 )
″   松本武夫  (池 田 )
″   大西 淳  (大 阪平野 )

本年度はロータリーの金看板である職業の倫理性について会員の自党を喚起すると共に

その日常の行動が職業奉仕にはかならないとの認識の上に立って各自の職業の従業員に

至るまで職業奉仕の精神を伝え、特に四つのテストの徹底に格別のご努力をお願いした。

そして疑間を生じた時の座右の書として元第264地 区ガバナー小中義美者「奉仕こそわ
が職業」を推薦 し、必要に応じてフォーラム等に活用される様お願いした処、会員の職業

奉仕に関するご熱意の程は十分感得されたが、職城に浸透させるという点については、

いささか物足 りなさが感 じられる。吹田クラプで毎週の例会日を職業奉仕活動日とし職城

で何か一つを実践するという事例が特に注意を引く程度である。

次に職業奉仕事例集の作成をお願いしたが、かなりのクラブで熱意をもって戴 き、すで

に大阪、大阪心斎橋、寝屋川及び摂津の四クラプでは作成配布を終わられ、原稿の収集を

ほぼ完了されたクラプにも大阪平野、大阪南西のニクラプがあり、今後の発行計画を決定

されたクラブ :こ 箕面中央、大阪難波、守日、豊中一大阪国際空港の四クラプがある。さら

に週報に会員の奉仕事例を掲載されるクラプが大阪阿倍野、吹田、大阪住之江の三クラブ

で、隠れた職業奉仕事例の情報収集を計画 しておられるのが八尾 クラブでまことに心強い

限りである。

また現在の深刻な不況下にあって会員はそれぞれの所属する団体同業組合等において

直面しておる種々の困難な問題の解決にあたってロータリー精神にもとずき、指導力を

発揮 して戴 く様お願いしたが、この点ご報告する事例のないことは残念である。今後の

ご活躍に期待 したい。最後に職業奉仕週間においての行事については職業奉仕に関する

卓話が主流でつづいてフォーラム、職場訪間、優良従業員表彰等の順位で各クラブにおい

て実施されたが、いささかマンネリ化しておる様に考えられる。ただ高槻東クラプが雇主

従業員デーの一環として会員企業が参加 し、第一回職域対抗親善ソフトボール大会を開催

したことは特筆に値する。職業奉仕週間も来年度よりは月間となることが決定 しているの

で四つのテストの地域社会への拡大、青少年との対話、親切競争等はば広 く企画すること

が望まれる。現在地区委員会で実施中のものは15ク ラプを選んで職業奉仕に対する自間

自答アンケートをお願いし集計のうえ今後の職業奉仕についての参考資料にしたいと考え

ている。

再任する次年度職業奉仕委員長として、委員会で検討を希望する事項は、

イ。前期につづいてアンケートの実施

口。地域社会への四つのテストの拡大方法

ハ.貿易摩擦に対処する職業奉仕のあり方

二。ロータリアンはすべて職業奉仕の実施者であるから卓話その他の機会をとらえ全員

その実績を報告する慣行を作る。

予算  100、 000 支出累計 29、 712 残高  70、 288
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社会奉仕委員会

委員長  森田一大  (東大阪 )

委員   菱川正夫  (大 阪南 )
″   紀太敬一郎 (大阪大淀 )

1.本年度の方針として

(1)各 クラプの社会奉仕活動のよリー層の活性化を図る。

(2)ク ラプの社会奉仕は委員会のみに依存する事無 く全員が関心を持ち高揚する。

二項を想定 し活動計画をたて、下記の通 りに実施 した。

(1)の社会奉仕活動の活性化については、各クラブとも大々地域の持つ特殊性を考慮 して

工夫努力されているが、他クラプの活動状況を広 く知り今後の計画実施の参考資料として

いただくために、

A.前年度 (1981～ 82)の 社会奉仕活動の実績

B。 本年度 (1982～ 83)の特に目新 しい事業計画

C。 社会奉仕活動遂行に当たっての問題点

の三項目設間事項に就いてのアンケート調査をしたが、53ク ラブ中52ク ラブより回答を

得た。(回答率96%強 )こ れを整理し、「社会奉仕にかんするアンケート回答集」の小冊子

として各クラブに送付 した。回答中には興味ある具体的事例 も多々あるが紙面の都合上

省略させていただく。方針(2)に就いても回答集を御覧願えれば各クラプの社会奉仕

への取 り組み方についての傾向もある程度把握できると思われるので、御利用願いたい。

2.当委員会として直接、間接御相談を受け、又御援助 した 3ク ラプの活動を簡単にご紹

介する。

(1)大 阪大淀クラブ

創立 10周年として新築のシンフォニーホール前庭にロータリーの森を贈呈された。

詳細ガバナー月信 10号 を御覧願いたい。

(2)大 阪北クラブ

盲人用の点字地図を作成 し、ライトハウスを通 じて盲人に贈与された。常に積極的な

活動をされている当クラプがユニークな企画をたて実施されているのに敬服する。

出来得れば一区域にとどまらず大阪市全域にまたがる様戸田ガバナーにも依頼 し大輪会

で検討願 う様にした。

(3)大 阪天満橋クラブ

社会奉仕の原点に今一度戻って決議23-34に就いての研究をしようという強い考えから

フォーラムを実施された。本フォーラムに原田秀雄担当パストガバナーをカウンセラー

として出席願い熱心な会員からの意見・提言があり、とにかく関心が薄れがちな決議

23-34の 関心を強めたことは非常に有意義な催しであった。今後各クラブにおいても

このような催しを実施されるよう希望する。

予算  100、 000 支出累計  66、 145 残高  38、 855
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環境資源委員会

委員長  西村一夫  (池  田 )

委員   岡村国継  (大阪柏原 )
″    山中貞爾  (箕  面 )

当委員会は、 1,ク ラブが1地域の事情を充分勘案 して効果ある奉仕活動を展開されること

と鶏待 して、資料や情報の提供に努めること」を方針 として下記の活動を行なった。

(」 )●)月 lL]付 書簡を以て各クラブに下記の事項を依頼 したし

tal建設省からのロータリークラプ |■ 対する要請 :■応 して、司省が実施する都市

緑化運動に対 し、各クラブがそれぞれの地域 :こ おいて協力されること。

(b｀ 戸用ガバナーが期初の″バナー会議で、今年度社会奉仕活動の重点 として提案

され採択された「松 (い 虫の被害から松の緑を守る運動」を推進するため|~「1本

の松の緑を守る会」に積極的に参加されることc

ic)ク ラブ単位の奉仕活動の参考として、各クラブが過去に実施 し、あるいは

ヽ年計画 している活動の内容についてのアンケー ト|こ 回答をいただくこと。

112)Li記 アンケー トに対する国答は、今年初めまでかかって52ク ラブより回収され、整理

F・瑚 |の 上、2月 :こ 各クラブ ,■配布された。その内容を摘記すると、

ra｀ 環境資源委員会を設けているクラブは 14、 社会奉仕委員会に担当を置いている

クラブは16、 それ以外の クラブは22と なっている。

lb)二
/し までの活動の内容 |よ 、(i)緑 化に関する事業が最 も多 く31ク ラブっ中でも

大阪市内クラブの共同事業である「大阪市緑化運動」や、大阪南クラプの「ポケット

公冨」等の継続事業の外、池田、守日、大阪西、八尾、大阪大淀等諸 クラブの創立記念

の大規模事業が際立っている。(li)環 境の浄化、整備に関する事業 も中広 く実施

されており、(イ )ノ ーポイ運動、クリーン。キャンペーン、清掃の実施等について

17ク ラブから報告があり、(口 )近頃大きな社会問題になっている自転車の放置や

/t法駐菫の防止に取 ')組 んでいるクラプが5ク ラブ、中でも大きな成果を上げた

八尾 クラプの活動が 目立つ。(ハ )ゴ ミ箱、便所、記念碑、看板等の設置を行なった

ところSク ラブ、その他城 |し運河に継続 して稚魚の放流を実施 している城東 クラブ

の活動は真にユニークである。

(c)今年度の活勤計画の種類 |よ 、過去の事例 と大差ないが、 11述 の大阪大淀 クラプの

10周 年記念事業のロータリーの森、及び大阪クラプの60周 年記念の植樹事業は

稀有の事業 として注 目される。

(d)活動実施に当たっての問題点 としては、(1)植樹にはあとの補充や手入れが問題で

ある。 (li)ク ラブ予算に限度があり、有効な活動が行ないにくい。(lii)会 員の

動員が思 う:こ委せず、金銭や者の寄付に終わってしまう。(iv)広 域的な活動を必要

とし、クラブ単独では無理な場合がある。(v)土地の業者(清掃等 )か らクレームが

ついた例がある等の経験、意見が寄せられた。

56、 175  残高
-12-
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青少年奉仕部門

担当パス |ヽ ガバナー 伊藤恭 ―́ (大  阪 )

地区再編成によ :)ク ラブ数も減少 したため、青少年奉仕部門は青少年活動、ローター

アクト、インターアクトの三委員会制 とし、ライラは青少年活動委員会に併合 し、特に支

障 もなかった。

今年度の規定審議会:■ おいてS3-S3｀
｀R.I.常任委員会とし青少年奉仕委員会を設置

する件(R.I.理 事会提案 )″ は可決されたことは、今後の R.I。 における青少年奉仕に関

する方針、指示の統一が期待される。一方、豊中RCの提案のS3-3S゛ 青少年への奉仕
を経領の第 5項 とする件 '′ は否決されたのは、代議員として残念であり、かつ中 し訳ない

次第である。 しかしながら、綱領に関する案件は事前の準備運動が大切であることを痛感
するものである。

(追  記 )
19S3年 規定審議会決定事項の うち青少年奉仕部門は次の通 り

制 ( S3-33 RIの 常任委 員会として新に青少年活動呑員 会を設置する。

RI細 則第14条 第1節

決(83-173)IAC及 びRACの 標準定款の改正を制限する件
度 々の改正による混乱を抑え、各 IAC及 びRACの 自主性を尊重することを3的
として、それらの定款の改正は規定審議会の翌年 ::こ 限定する.

決≦J_■1匹 2_1■ _⊆Ω正_式_全全豊立2為Ω条件と星〕
標準インターアクトクラブ定款によると IACま たはその理事会の会合 |ま 提喘 lく (1:

のインターアクト委員が出席 しなければ正式のものとは認められないとあるを、学校

を基盤 とする IAC:こ あっては提唱 R(〕 の IA委員の出席がな くとも、 1正 式の ものと

認める。
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青少年活動委員会

委員長  吉川 稔  (寝屋川 )

委員   小杉建次  (大 阪天満橋 )
″   石田征男  (大 阪西)
″   徳永篤順  (大阪天満橋 )
″   橋本 隆  (八尾東 )

1。 プロック別青少年委員長会議

地区内ロータリークラプをAプ ロック27ク ラブ、Bプ ロック25ク ラプに分け、青少年奉仕

:::`'1各 委員長111席 の もと青少年活動の問題点や青少年奉仕に対 する取組みの情報交換を行

ない、今後の参考とした。又地区からはロータリー仲よしキャンプ及びライラの参加要請

とローターアクトクラブ、 インターアクトクラブ |こ 対する理解を深めていただいた。

2.コ ータリー仲よしキャンプ

ロータリー仲よしキャンプも回を重ねる事二年 :こ なり、地区ではほぽ定着 したようである。

参加少年達は″I年の事ながら、感謝の手紙或いは感想文字を見ると楽 しくて しかたないと

いう感 じである。本年は参加少年41名 参加クラブ12ク ラブで少年達及びカウンセラーの感

想文を地区でまとめて文集にし266地 区内全クラブと全参加少年達に送付 した。
尚、門鍵目時、場所は下記の通 り

イ.開催日時 昭和57年 3月 24[1～ 26日 (2泊 3日 )
口。開催場所 大阪府総合青少年野外活動センター 大阪府豊能郡能勢町宿野 (北摂高原 )
R.ラ イラ ロータリー青少年指導者養成セミナー

地IX分 害」l■ 伴ない本年度のガバナー方針により青少年活動委員会が「ライラ」計画を実施

する事となった。■1初活動方針通 リセミナーを通 して地域及び勤務先で指導者た r)得 る

素質ある若者に実施言|1練の機会を与えて、青少年の指導力を育成 し、地域及び勤務先での

活躍を期待すると共 :ニ ロータリーの奉仕の精神を理解 してもらった。

イ.Aプ ロック

開催目      目召和57年 10月 9■ ～11日 までの2泊 3日

場所       大阪府総合青少年野外活動センター

ホス トクラブ   池田ロータリークラブ

参加者      57名 (内 青少年27名 、ロータリアン及び講師30名 )
口.Bプ ロック

開催日      昭和58年 3月 19日 ～21日 迄の2泊 3ヨ

場所       大阪府総合青少年野外活動センター

ホストクラブ   八尾東ロータリークラブ

参加者      109名 (内 青年61名 、ロータリアン及び講師4S名 )
予算  1、 S00、 000 支出累計  999、 S99  残高  800、 101
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ローターアクト委員会

委員長  津江孝夫  (大阪南 )

委員   鴻野真太郎 (大阪西 )
″   吉岡清輝  (大 阪東 )
″   平井朝巳  (寝屋川 )

地区分割によって地区内14ク ラプの距離が近 くなったので、各クラブ間の運営・活動の

情報交換が容易になった。また、大阪ゾーン、北大阪ゾーンでは、それぞれゾーン代理が

毎月会長会を開催 して、隔意ない意見の交換を行ない互いに刺激を与えるとともに、地区

代表、地区幹事等役員が各クラプの例会に出席 して、運営 。活動の情況を把握 しながら、

アド′ヾイスするなど「RACは 一つ、みんなでつ くろう266」 のターゲットを着実にすすめ
てきた結果、会員の増強、活動に相当成果を上げたが、 2・ 3の クラプは会員の減少が

著 しく、下半期に奮起 して会員増強に努力し、提唱クラブも不断の積極的な指導助言と

後援が必要である。

本年度は国際ロータリー理事会の決議によると、ローターアクトクラプの会長、幹事が

提唱ロータリークラプのガバナー公式訪間の時、クラプアッセンプ リーに出席するよう

要望されているが、現実は不可能に近いので、年初の地区合同連絡協議会の最終プログラ

ムに戸田ガバナーにご出席を願い、各クラプの活動方針、活動計画を聴取された上、クラ

ブごとに懇切丁事な指導助言を受けた事は誠に有意義であった。

ローターアクトクラプの強化は、会員増強が最も重要な課題のひとつであることはいう

までもないが、新入会員に対するローターアクトクラプの 目的 。目標及び活動に関する

教育を充分に実施 していない。 したがってローターアクト活動を理解 しないうちに退会
してい く者、あるいは基本的なクラブ運営に同化協力できない会員もあるので、地区委員

会は上半期中に地区代表、地区幹事等役員を中心に、OBの 旧地区委員、クラブ役員等
10余名が新入会員のオリエンテーションを開催するよう準備を進め、ガイドブックの編集

も終わり、2月 20日 に1982年 2月 以降の入会者48名 が参加 して実施 し、ローターアクト活動

に対する理解を深め会員としての自党を促進することができた。この機会をもった地区委

員会、地区役員は、新入会員のローターアクトに関する素直な質問から、今後の クラブ運

営・活動に対する問題点や新入会員の教育など大いに参考にな り、次年度 も引き続 き開催

されるよう希望するが、本来は提唱 クラプのローターアクト委員会が実施されるべきもの

と思 う。

本年度末には年令制限により、経験豊かな会員の退会者が多く、そのために次年度 ロー

ターアクト地区役員の候補者選出は困難を極めた。従って各クラブとも年令構成に一層

留意するとともに提唱 クラプの一層の指導助言が望 まれる。

今後の活動予定 行   事 ホス ト 会   場

4月 24日 新旧会長・幹事会 八尾東 八尾農協会館

5月 15日 地区年次大会 大阪西 相愛学園校合

予算  3、 000、 000  支出累計  2、 402、 920
-15-
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インターアクト委員会

委員長

委員

″

平岡英信

阿部晴彦

橋本喜八郎

畑田 豊

高林辰行

(大 阪南 )

(大  阪 )

(大  東 )

(大阪城南 )

(大阪西北 )

今後の行事予定

1.1月 30日 大阪都ホテルにて四天王寺高校 IAC(大阪阪南 RC提 唱、部員数約40名 )の
認証伝達式を14時 より挙行。

2.昨年 12月 2野 lよ 1)29日 まで264地 区 IACと の合同海外研修旅行のレポー トを5月 上旬
:こ 発行予定(500部 )

3.264地 区と合同の IAの 機関誌スクラムを5月 下旬 |こ発行予定。

報告と申 し送 り事項について

1.266地区三分割の結果266地区では11l ACが 5ク ラブとなったが、戸田ガバナーの要請 :こ基づ

き、また伊藤 F)Gの指導の もと加えて阪南 RCの 真剣な取組みと積極的ご努力 :こ よって四天王

キ IACの 設立を見、 RIの認証を得て、4月 30日 認証伝達式を挙行する運びになったこと
は葛ば しいでまた更に新 しいクラプの誕生に向けアプローチをつづけている。

2.海外研修旅行については264・ 266地区合同により中国、香港、マカオにおもむき現地インター

アクト。ローターアクト合同の奉仕活動の実践や両国マンツーマンによる観光 と交歓会を

催 し、国際親善、相互理解、友情規睦を深めた。更に共産圏への入国ははじめての試みで

あったが、 IAに とってその得るところは大きかったようだ。更に新聞記者の同行によって
パプ リシティ:こ よるロータリークラプの存在、インターアクトの活動状況が新聞でPRさ れ

たことは意義深かったと思 う。

3.イ ンターアクトに関 しては奉仕活動のあるべき姿の認識 とその実践について学校、顧間、提唱

クラプそしてメンバ ー人一人の自覚を啓蒙 し、アフターフォローが必要。

4.各 インターアクトクラプにインターアクト地区委員を一人づつ割 り当てて強調と連絡を密に

して活動することがよいのではなかろうか。

5。 更に 2地区に分割されたものの264地区よりの要望 もあって海外研修旅行に関 しては

2地区合同が望ましい。

6.イ ンターアクトクラプの過去における実績と培われた伝統を大切に、 しかも現状を把握 し、現
場のニーズを汲み上げ、それに対応する活動を展開することが必要 と思 う。

7.イ ンターアクトクラプの活動に対 し、各クラブがより積極的理解 とバックアップを

ガバナーより各ロータリークラブヘお願いする。

予算  2、 500、 000 支出累計  1、 811、 975 残高  688、 025

″

　

　

″
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世界社会奉仕委員会

委員長 吉野昭夫 (豊中一大阪国際空港 )

委員  細川益男  (大 阪南 )
″  世戸一夫  (大阪難波 )
″  増田 鼎  (八 尾 )

当委員会は、本年度委員長及びその職務代行者に変更があり、私が 3人 目の委員長として

前任委員長の計画案に、私なりの演出を加え推進執行する方法を取 りました。すでに完了

したプロジェクトは

1.岩村昇博士PHD運 動に 30万 円

2。 日本 BCG基 金に 10万 円

3.YWCAア ジア・ アフリカ難民救援資金に30万 円

4.ア ジア協会を通 じインドに丼戸のさく岩費用に 200万 円

5。 スリランカ・ コロンボ北 RCと 協力、マヒンダ福祉センターに 150万 円

であります。 4の アジア協会の件については、ガバナー及びガバナーノミニーにもご同行

戴 きお手渡 しいたしましたが、当日はテレビ、新聞等の取材を受け広 く報道されました。

広報委員会にもお世話になりました事を付け加えます。 5の マヒンダ福社センターの件

に関 しましては、菅生国際奉仕部門パストガバナーを団長、伊瀬ロータリー財田部門パス

トガバナーを副団長にお願ぃぃたし、18名 の使節団を現地に派遣、贈呈式はコロンボ北

RCは勿論、関係閣僚の外、地区警察、名士の方の出席を得て盛大 ,こ行なわれました。

また同日大統領から御招待を受け全員が謁見し、菅生団長が親 しく両国間のプロジェクト

推進に関するお考え方などを話されました。非常に歓迎を受けた事を付け加えます。1～ 3

までのプロジェクトについては所定の方法で送金いたしました。尚、すでに委員会で決定

を得、お手渡 しするのみとなっているものが 2件 あります。

1.カ リタスジャパン、アジア・ アフリカ難民救援資金に 30万 円

2.守口 RC、 フィリピン・ ネグロス島医療奉仕に地区より協賛 80万 円

目下懸案事項 としては、ガバナー事務所間で連絡を取 り合っている、プラジル459地区

カンピーナス北 RCと の協賛事業 100万 円があります。これらの総計は 630万 円であ

り地区に提出された8、 11lβ 12円 の77%に 当ります。残余の 1、 811、 812円 は緊急救援要請

実施の為に引き当てて留保いたしております。

途中からではありますが、これらの業務を通 じて我が国の国際的に置かれた地位をより

よく理解 し、 RCが国際的ボランティア活動の推進力とならねばならない事を知 りました

願わくばRIか らの救援情報の迅速性、要請地の事情紹介等を的確にお願いしたい事と、

単に資金を送金するという事にとどまらず委員会そのものが国際交流を兼ねた奉仕のあり

方を考えねばならない事 と、実施地の RCに積極的な参加を要請 し、 RCと して意義ある

推進方法を見出だすべきである事などを次期委員長へ申し送 りたいと思います。

予算  150、 000 支出黒計  126、 410  23、 590
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青少年交換委員会

委員長  辻中昭一  (大 阪梅田 )

委員   橋本憲之  (大阪南 )
″   木川 稔  (摂  津 )
″   永野啓之介(豊中一大阪国際空港 )
″   世戸一夫  (大 阪難波 )

1. 青少年交換ファンドの増額 :こ っいて
1981～ S2年度においては、会員分担金年額 1、 000円 であったものを2、 000円 に増額 してもら

うため、10月 16日 各クラブ青少年交換担 当者の集会を行ない、賛成を得 11月 13日 付けで各

RC会 長、国際奉仕委員長、青少年交換担当委員(長 )宛「青少年交換ファンド増額に関する

件」の依頼状を発送、大多数のロータリークラプの強力を得ている。

2。 米国より米日、留学中のもの (長期 )(6名 )

氏   名
J:ll CoReilly

ブル  ライリー
Paul E.300t11

ポール プース

M013111 1ン●Calla｀uay

メラニ ギャ ラウェイ

ごalle M。 30:lallan

ジェーン ボハナ ン

ScOtt 卜1.PetersOll

スコッ |ヽ  ビーター

|

|

l 

‐

|

女 I D。

10omm

男  :  D.

地 区 RC

726(米 )

ack Kin3S Par

・  
‐

|

|ホ ス トRC
i~

1大 阪城北

k RC

到着日 勉学校

1982.8.23 大阪信愛学園高校

清風学冨高校
739(米 ) 大阪難波

大阪南

″

I   Carlisle RC

女   D.5S4(米 )
New 3rat,1ltOis

女 : D。 622(米 )

_1___Joushto1l RC
D.631(米 )

帝塚山学園高校

高校  …

Fl真南高校

RC

男

セ ン | l:la
" RC

囚条畷

大阪東
Sally S.COrnwell

サ リー コー ンウェル

D.595(米 )

Winolla RC

3.米国へ留学中(帰
=し
た)も の (長期 )(6名 )

氏  名 スポ ンサ ーRC

飯田正美

、た■ '
仏t ! 雲雀丘高校

(膝の手術のため帰国 )

受け入れ地区  出発日 帰国日

D。 595(米 )
″

‐ 19S2 。3.30 1983.3.29

D.584(米 ) 19S2.S.18 1983,7月 予定

女

1坂本久美
1虫
里豊孟__

. T()m Shaffer

トム シェー

I Rutll An!1 ‖。f

ルス ア ン モ

大阪北

大阪東淀

大阪南

女

女

女
一女
一男

大阪難波女

|り |1崎 由佳  |
_」 11淳 _二 _
西川朝子

大阪城北 D.726(米 )
四条畷 D.631(米 )

D.7S7(米 )

(4名 )

ホス トRC 派遣地区 期  間

1982.7.12～ S.9

一
　

一
″

大阪北 D.671(米 )

田iE東

和歌山東 1982.7.29へ S。 21J。 1ln HOd8e

ジ ョ ン ホ ッ ジ

Ruth Ann Kotsur
)vA 7> :?-.tf-

フ ァー

ield

フ ― ル

男

女 ″

男

　

女 池  田
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4.短期交換により未日したもの
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受け入れ地区 出発日氏   名 スポンサーRC

男辻 哲也
男

和歌山

田辺東辻本浩一

D.671(米 )

菅生 修 男 大阪北

女 大阪南

1982.7.25

″

川北京子

5.短期交換により渡米 したもの (5名 )

永田安紀子 女 千

6。 米国より来日予定の もの (長期 )(6名 )

地区RC

D.595(米 )

帰国日

Lisa A.Wedell

リサ ウェデル

Andrea E.Hyklebust

アンドレア マイクルバス ト

D。 59う (米 )

3urnsville

D.625(米 )

DOwntOwil La C

D。 751(米 )

North llunterrlon
D。 739(米 )

York

D.584(米 )

Seguln

女

1982.8.24
″

″寝屋り||

箕  面

大阪西

大阪東

勉学校

未 定

″

.Lell

女

女

1男

y

エイミー リー

re" oover

アンドルー フーバー

read 大阪阿倍野

シーン ブレッド

7.フ ランス。カナダより留学するもの (長期 )(2名 )

氏   名 勉学校

青山短大

未  定 未 定

8。 米国 。フランス・ カナダに留学するもの (長期 )(8名 )

備  考

と し

寝屋川 D.Э 84

これ以外に3名 の派遣を予定 している。

9。 1983年度夏期 (短期 )の青少年交換計画

D。 122(英 国 )、 D.671、 D.573(米 )へ若千名を派遣 し、若「 名を受け入
れるため交渉中

である。

男
″        ″

到着目

1988。 S

ホストRC(交 渉中 )

大阪北男James R. Steman

マ ンジェ ー ム

到着日ホス トRC

1983.5箕面中央

地区RC

D。 172(仏 )女8ヽnes M.N.Brossollet

アグネ プ ロソレ

未 定八尾中未  定

氏   名 出発 [|

19S3.3.26女

女

森川千彰

辻野美法 ″

交渉中

19S3.3.30

男

女

スポ ンサーRC

D 595

受け入れ地区

大

箕面由 D.172(

大阪阿倍野

八尾中

D.595(米 )

D.707(力 )小林希生

野口恵子
19S3.S平井久代   1女
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米山奨学委員会

委員長  武尾敬之助 (大阪西北 )

委員   木梨正夫  (東 大阪中 )
″   口羽二人  (豊 中南 )
″   IL東 周二  (吹  田 )

1.募金活動状況

過年度の募金実績は普通寄付 12、 857千 円、特別寄付44、 612千 円、合計57、 470千 円(一 人

当たり16、 687円 )で 全日本の 9、 6%と なり、全国26地 区中第一位を続けた。

本年度の地区目標は一人当たり15、 000円 総額 53、 130千 円としている。今年2月 までの実

績は普通寄付7、 211千「 ]、 特別寄付40、 918千 円である。普通寄付は通年 12、 850千 円と見込

まれるので本年度期末の寄付総額は地区日標に達するものと思われる。

米山週間に|よ クラブの要請に応 じて奨学生及び米山奨学地区委員が例会卓話を担当し

て会員の関心を新たにし又 IGFに 於いても地区委員よ ')米 山への協力を懇請 して
大々PR効果を得たものと思われる。
?.米 山奨学生

本年度地区で預かった奨学生数は26名 であった。その内3月 末で奨学期間終 了|こ なった

学生数は9名 であり、うち2名 は博士の学位を得た。4月 から始まる奨学生数は継続支給の

学生17名 :こ 新規の奨学生13名 を合わせて30名 となる。奨学生をお預けする世話 クラブと

カウンセラーの方々には格別のご配慮をいただき学生から感謝されている。

昨年11月 深秋の休日第264地 区と合同で奨学生の和歌出城と和歌山市の工場見学会を

催 し、和歌出地区のロータリアン多数の有志 との昼食会が持たれ学生に多大の感銘を

与えた。

当地区の奨学生はすべて大学院の博士課程の院生で母国の大学の推層により半年乃至

1年 の大学院研究生を経て日本語にも習熟 して合格 したものでロータリークラブ 。ロー

タリアンの暖かい援護の もとに留学生活を送っており、問題になるようなことはない。

3.結論

以上のような状態で目下のところ当委員会の仕事は順調に遂行されている。

予算  350、 000  支出累計  244、 011  残高  105、 989
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国際交流委員会

委員長  官田宏章  (大阪北 )

委員   湖崎 克  (大 阪東 )
″   中谷庄ノヽ  (大 阪西 )

1。 地区委員長活動報告

(1)第 459地 区とマッチド地区としての組合せの初年度であり、7月 末に地区内の現在の

交流状況のアンケー トを実施、まとめを11月 度のガバナー月信に掲載。

(2)9月 30日 に地区内の各国際交流担当委員長会議を開催。実施 したアンケート結果に基

づ き、今後の交流の進め方並びに現状の交流を討議、以下の方針を決定 した。

イ)姉妹・友好 。マッチド交流をキイとして世界社会奉仕にまで発展させたい。

口)交流のないクラプは、出来るだけ努力して交流につとめる。

ハ)第 459地 区とは距離的に違いが、日本人もいることであり、活発な接触を行なって

交流の道を開 く。

(3)国 際交流委員長が交流の糸口として11月 に10日 間、プラジルサンパウロ州を訪問。

地区ガバナー夫妻と面談 し、戸田ガバナーの意向を伝えた。第459地 区の RC例 会に

出席 し、266地 区内の交流希望 クラブ会長の メッセージを提出した。

(4)12月 22日 に、世界社会奉仕 。国際交流合同委員会が開催され、マッチド地区内と266

地区内の交流組合せの案が提出された。

1。 東大阪東RC ァッティバ イアRC

2.枚方 くずはRC プラガンサ・ パウ リスタRC

3,大 阪北RC カンピーナスRC

4。 東大阪中RC カンピーナス北RC

5。 大阪港RC

6.ノ  ヽ力Z:RC

(5)上 記組合せ クラブに対 し、相手先クラプの現状を報告 し、各クラブで交流を進める様

各会長に要請 した。

(6)上記日本の6ク ラプから、日本及び大阪を紹介した本を相手国に送付 したりして、通信

の交流を深める手助けを図 りたい。又、交流状況をアンケートし促進に努めたい。

(7)今後は、WCSと 協力することにより、459地 区との友好 。相互交流を深め、世界社会

奉仕にまで今期中には実行 したい。

2.次年度委員長へのメッセージ

第459地 区は日本と地理的に遠い距離に位置しているが、現在 手紙のや りとりは比較的

早 く進行 している。相手クラブによっては日本人も会員になっているので、日本語のわか

る会員を通 じて交流を図るのがスムーズに行 くと考えられる。現地はポル トガル船が :E

語であるが、英語でも充分通用 し、言語による障害はそれ程ないと思われる。プラジル人

は形式ばったや り方の中にユーモアがあり、非常に規 しみやすく親日的である。サンパウ

ロ市内461地 区には、日系人を主流 としたサンパウロ・ リベルダーデRCが あり、このRCを

KEYと して、新規交流 クラプの拡大を図るのも一策である。
予算  150、 000  支出累計  88、 970  残高  61、 030
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トロント大会行委員会

委員長  土屋 正  (大 阪難波 )

委員   増田 鼎  (八  尾 )
″   九谷英徳  (大 阪北 )
″   大橋健 ―  (高 槻東 )

1.活動状況

(1)年初頭に立案 した計画に基づいて、大会参加のムードを盛 り上げるため :こ トロント

及びカナダについての解説、徳にRI会 長を日本から出 している記念すべき時であ

ることを強調 した勧誘文を全会員に配布 した。(104)

(2)月 信3じ
‐において1貴 方の従兄弟が トロントで待っている」の一文をのせ、参加する

責任を強調 し、又大い :こ メリットのある点を解説 した。

(〔

')各

クラブ会報委員長宛に週報に空欄が生じた時は、必ず トロント大会を入れてくれる

ように依頼 した。(12■ 5)

(4)全 クラブ会員アンケー トを実施 した(2'10)回 答率はよくなかったが、各クラブそれ

ぞれ努力が感 じられ、50名 の参加回答を得た。

(う )3月 末再度4月 15日 の中し込み期限について注意を喚起するため各国際奉仕委員長

週圭1委 員長宛月知徹底方|′働力を依頼 した。(3/22)

(6)RI会 長を調む朝食会(6/6 AMS:00)に参加するよう月信11号 で訴えた。

2.今後の実施方針

(1)最後の追い込みに入った段階に於いては各クラプの状況を極力把握 し、特に相互

の誘い合いをお願いするよう連絡をとる。

(2)最終的参加人員を集計 して次年度の参加に供する。

予算  100、 000  支出累計  61、 700  残高  3S、 300

(追  記 )
トロント大会参加者は 15、 ()()()名 の予定。
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ロータリー財団部門

担当パス トガバナー 伊瀬芳吉 (池 田 )
本年度始めより3月 末に至る財団活動は、年初計画通 り略 々実績を得たものと判断 して

いる。これ偏えに 4委 員長をはじめ各委員の格別のご努力の賜 と感謝 している。

各委員会の活動内容は大々の委員長より詳細報告を顧 うことにしているので、ここでは

総括的なことを簡単に報告 したい。

先ず財団増進委員会は、寄付 日標70ド ルに対 し財団本部よりの2月 末目現在の報告では

46、 53ド ルとな り、8ケ 月経過 した実績 とすれば、目標すれすれといった数字である。これか

らの3ケ 月間レー トが新 しく240円 となり、少 しでも考え易 くなるので特 :こ 地区平均以下の

クラブ :こ強力なラストヘビーをお願いする次第です。

財団奨学金委員会については、1983～ 84年度の奨学生9名 について学友委員会と共同で、2

回のオリエンテーションを行ない、着々と出発に備えて準備 している。尚、1984～ S5年度の

奨学生目標9名 については既に各クラブで受付を終わり、検討の上 目下ガバナー事務所に

書類を提出 してもらっている。4月 9日 第1次、4月 22日 第2次選考試験の予定である。

研究グループ交換委員会としては、D.264と 合同の形で1982年 10月 3日 ～11月 6日 まで濠州

タスマニアD。 983よ り6名 のGoS.E.メ ンバーを迎え、両地区委員長の至れ り尽 くせ りの計画

の下、各関係者の格別のご協力の下大きな効果を上げて終了し、団員各位より限 りなき感謝

の辞を頂戴 してお別れすることができた。

最後に財団学友委員会では財団奨学金委員会と一緒になって上記2回の奨学生オリエン

テーションを終えると共に、パスト・ サービスクラブとの集会を年度内に計画 しており、

名簿の整理と共にOB各位との連絡を密にする予定である。尚、昨年 11月 の財団週間に際 し

ては、24ク ラブにOB各位からの卓話者を斡旋 している。

以上簡単ながら概要報告 と致 します。

(追 記 )

財団奨学金委員会では9名の奨学生と2名の補欠を4月 22日 に選考決定 した。

(応募者41名 中5名の欠席があった。その内3名 は遅れて来場、他2名 は追加試験を行な

った。外国語の専門委員を委嘱 してあるので注意を要する。)

財団奨学生は各クラブでロータリー財団の理解を深めている。

財団週間は来年度より月間となる。
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財団増進委員会

委員長  原 信一  (大阪淀川 )

委員   石川増雄  (大阪西南 )
″   門野良雄  (大  東 )
″   爾宜田芳 ― (大 阪北 )
″   渡辺宏道  (豊  中 )

1.委 員会活動報告

(イ )う 7年 7月 ガバナー事務所にて当委員会を開催。先ず本年度の地区寄付金 目標は1人 当

り70S,111と することを確認 し、必達のため :こ とるべき具体策につき各種各様の意見

交換をした、特 :IPH 7ェ ロー並びに準フェローの勧奨強化について論議 した。更に、本

社度地区の ICFの 開催については既に定められた各委員の分担に従って出席 し、財団

関係の各種の情報をいかに効果的に提供すべきかについて巾広 く論議した。

(口 158年 1月 末の各クラプの財
=寄
付金残高が集計された時点で、地区の寄付金情勢の推移

や目標額の達成の 目途等について各クラブ財団委員長の注意を喚起するため2月 22日

付 :こ てガバナー、財団担当 1)(1並 ぴに増進委員長違名の書簡を各クラブ宛送った。

尚、成績不振クラブに対 しては今後 ―層の奮起を促 した。1月 末では1人 当たり平均50$

強で 1定の目標ライン41Sを かな I)li回 っていること、そして既に目標達成は13ク ラ

ブ、更に達成が確実なクラプは14(40S～ 70$)で あることから今後格別の異変がない

限りまず本年度の 目標達成は可能であろうかと考えられる。

(ハ )本 年度 IGFは 去る2月 19日 をもって地区全部のフォーラムが予定通 ')実施され、担当委

員は適切な情報の提供及びその他の関係報告をした。

2。 今後の予定

4月 末現在の寄付金状況の数字がまとまり次第、財団増進委員会を開催する。そして、本年

度寄付金の動向や年度末の見通 し等について検討 したい。いずれにしても再度各クラブ

委員長宛状況報告書を送達 し、成績不振 クラブに対 しては最後の努力をアビールしたい。

尚、その際各クラプの手許寄付金は5月 ‐・杯までに RI本部に送金されるよう依頼する。

3。 次期委員長へのメッセージ

(イ )年度の地区財団寄付金 目標はここ当分は会員1人 当たり70S台 を維持すること。尚、

財団寄付金の約70%前後はPHF並 びにPH準 フェローイ、の加入金に依存している実情

に鑑み、引き続き会員への強力で辛抱強い勧奨が要請される。

(口 )地区内ICFに 対 しては当財団増進委員会は事前にその担当を定めておくこと、そして

この担当に従って各組フォーラムに出席 して、関係の各種の情報特に寄付金状況等

を報告 して会員の理解 と強力を要請 して地区日標達成に努めること。

(ハ )ロ ータリー財団週間の活用

毎年11月 の週間にはPIF拡 充運動を主軸として財団強化に関する各種行事の実施を

督励 して財団の充実を期す。尚、期間中の卓話については例年各クラブからの要請が

大変多いが、これに充分応え得るよう学友委員会、GSE等 との連絡を密にする事。

予算  150、 000  支出累計  74、 273   残高  75、 727
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財団奨学金委員会

委員長  山口次郎  (寝 屋川 )

委員   藤井昭二郎 (門  真 )
″   小西池席吉 (大阪北 )
″   名張隆政  (吹  田 )
″   内藤和夫  (吹 田北 )
″   白羽弥右衛門 (大阪阿倍野 )
″   菅田栄治  (大  阪 )

1.1984～ 85奨学生関係

(1-1)10120奨 学生候補者数についてはCompetitiveを 除いてS名 である旨 RIよ り通知

があった。

(1-2)10/18午 後 第1回奨学金委員会をガバナー事務所で開催 し(永 井地区幹事及び

264地区の辰巳委員参加 )次の話 し合いをした。

(A)奨 学生募集依頼書内容及びポスター配布先を検討 し、11月 下旬発送する。

(3)応募者が申請書等関係書類に記戦する際 :こ 留意すべき事項を検討、総括 した。その注

事項は、申請書用紙と共に送付する。

(C)申請書受付期限を地区内 RCは 1983.3。 1.ガバナー事務所は3.26。 と決定 した。

(D)選 考は第1次 を4月 9日 大阪都ホテルで第264地区と共に行ない、第2次 を4月 22日 大阪

駅前第3ビ ルで行な うことに決定 した。委員の作業分担についても相談 した。

(1-3)3月 30日 第2回財団奨学金委員会をガバナー事務所で第264地区の委員等と合同で

開催 した。

(A)第 1次選考試験は第264地区と合同で行な うためホテル費用は両地区で分担する。

(3)選 考試験問題の選定 と印刷及び語学担当専門委員委嘱について相談 した。

(C)奨 学生申請者の資格のチェックと申請記載事項の点検について検討 した。

(D)第 1次及び第2次選考の実施計画を相談 した。

(1-4)3月 26日 に締め切った申請者は男18名 、女23名 、合計41名 で受験の外国語は英米語

31名 であ り、264地区を含んだ昨年度の266地区の場合 と比べると3名 増であった。

注 :選考決定は4月 下旬であるため奨学生候補者については後日報告する。

(1-5)1984～ 85年 度財団奨学生候補者の決定

1次試験はアベノ都ホテルで264地区と合同で実施

2次試験は大阪駅前第3ビ ル大阪市立大学文化交流センターで実施

選考経過 と決定 した候補者は次の通 り。
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1984～ 85年度 ロータリー財団奨学生選考経過

1次選考合格(19名 )

(男 7、 女12)

31 14

申請者(41名 )

(男 18、 女23)

2次選考合格(11名 )

(男 4、 女7)

0

“
仕外 2

1

国

気
嘔 ポル トガル語

インドネシア

大学院 22

課 大 学 14

職業研修 2

千呈 身体障害者教師  0

0

1

1

12

0

ジャーナ リスト  1

月   日 1983.3.26締 切

(41名 は22RCよ り推薦 )

大阪阿倍野

英米語

独  語

仏  語

デンマーク語

イタ リア語

1

1

ハ
υ

4月 9日 4月 22日

氏 名 性 別

榎原美樹 女

女

留学志望国

ア メリカ

プラジル

種 類

大学

鍵山三加子

高倉尚子 女

1962.4.28

1961.10。 26 寝屋川 デ ンマーク 大学院

国際 ロータリー第 266地 区 1984～ 85年度財団奨学生候補者

推薦 クラブ

1963.3.27 英 大阪大学

大阪外大

デンマーク 大阪外大

生年月日 ‐ 含五 最終学歴

ボル トガ大阪大淀

豊  中

正候補者 (8名 )

ア メリカ 大学

″ ジャーナ リズム

女

男

大阪住吉

箕面中央

英

英

村上信子

矢作 弘
山田宏昭 男

1947.11.12

1962.9.24

1956.8.6 吹  田 仏

大阪大学

横浜市立ナ

京都大学 フ ラ ンス 大学院

慶応大学 ア メリカ 大学大阪 うつば 英山中雅子 女 1961.1.21

吹  田 英 関西大学 ア メ リカ 大学院由井浜宏一 男 1961.11.27

補  欠 (2名 )

勝本晶子 女 1962.11.28 箕  面 英 大阪外大
I

アメリ劇 大学

安成意一 男 1957.10.26 大阪阿倍野 英 大阪市立大学 7/rrtl}\+fr,

Competitive(1名 )

田中裕美子 女 1953.12.6
:

1大
阪教育大 ア メ リカ

1

陣業研修
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2.1983～ 84年奨学生関係

(2-1)第 266地区奨学生は次の9名 である。

浅井源之  大阪阿倍野・ アメリカ

福田公子  大阪住之江 。フランス

原 洋一  箕面 。アメリカ

広里恭史  ノヽ 尾 。アメリカ

小南俊也  ノヽ尾東・ アメリカ

鈴木繁夫  豊中一大阪国際空港 。アメリカ

玉田純子  豊 中・ ドイツ

橋村逸子  大阪南・ アメリカ

井村 誠  高槻東・ アメリカ

(2-2)財団奨学生オリエンテーションを奨学生・顧間ロータリアン(1982年 12月 委嘱 )

第266地 区担当者が多加し、学友委員会と合同で3月 15日 大阪YMCA国 際センター

において開催した。

3.財団奨学生 Mr.James A Wren(1959年 生 自宅:A labama U.SoA.)について

J ames君 は1月 29日 大阪国際空港に到着し、関西外大で日本語の研修の後、比較文字

日本文字について学習する。宿合は同大学のセミナー・ハウスでスポンサーRCは 枚

方 RC、 カウンセラーは枚方RCメ ンバーの諏訪正美氏である。

予算  500、 000  支出累計  130、 220  残高  369、 780
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研究グループ交換委員会           委員長  自由丈ヌ3  イ大阪南 )

委員   堀内 頸  (八尾東 )
″   ′

lヽ林龍三  (大  阪〕
″   ′

1ヽ谷泰造  (大 阪北 )
″   村」1 実  (池  田 )
″   it戸 一夫  (大 阪難波 )
″   田代 通  (守  口 )

1.伊 藤 PD(1は じめ地区委員の皆様 と、 2(34。 266両 地区内 3プ ロックの実行委員
の皆様の御協力を得て、本年度の活動計 i嘔1を すべて消化いたしました。昨年度昭和

57年 1.I(,「 ]ケ ら〔〕ナ11(■1ま で、泉大津 R(1の 中島ガバナー代理は じめ 6名 を9S3地区

オ~ス k号 1;ア タスマニアヘ派遣、先方の雄大な自然と暖かいホスピタリティー |こ

′ヽマ'.・
‐
il分 :1祝 期の り的を達 し全員無事に帰ってまい りました。

今、仁 I:II掛 |ら T,■ 10,13:|か ら11チ:6日 まで3週 間、988地区ローーンセストン R(〕 、

Vr.|ヽ レイスキスを1属 長 として

全護 ±             28ォ
′■:11化 学研究者        33才
‐7-ケ ティング コンサルタント 1,4オ

`専物館管環者         26才

精密畿弧技Fi         28才

√)計 ('名 が来「1、 ■1初 の 16「lTを 26イ 地区で、後半の 16日 鮮:を 266地区で受け入れ、これ

また |‐分 l■ 初期の 目的をはた して帰 1)ま した。264。 266地区とも、ホス ト家庭の皆様

方の御厚情 と実行委員の熱意により、彼等 :二 とって非常 ,■ 印象深い研究活動 とな りま

した。特筆すべき二とは、

・ 太島人城市長が大阪市表敬の後、市長公邸へ正式に彼等を迎え、一夜晩餐会を開いて

しlた だきました`特 :こ ri:家 探ぃ
‐夜だったと思います。

,守 |:IP(」 での受け入れ状態が読売新聞 :こ 大きく取 り上げられ、広報活動に役立ち

ました,,

2.[I下、かの地において報告書作成中にて、いずれこちらに送付されれば、一部分

翻訳の il、 配布いたします。

3.次 年度(1984～ 8う生 計ヽ画 として

(A)2`:4地 Xで H下進行 しているオンタリオパ |ヽ
ロント周 i」のア07地 IXと の交換に関 し

当地区として企業研イI参 等、出来る限 りの援助をする。

(3)次 年度行なわれる予定であるイギ リス南部並びにチャンネルアイランドの111地 区

とのグループ交換に関 して、最 も高い効果を上げるため、当地区内の全ロータリアン

に対 し、インフォメーションに務める。又、111地区に対 し、266地区の必要 PRの 資料
を送る。

(C)地区内全クラブ財団買係委員長合同会議において、GSEへ の理解、協ノJを 呼び
掛ける。

3、 000、 000 3、 213、 S73
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財団学友委員会

委員長  田中穣二  (大 阪西南 )

委員   黒田厳之  (大 阪淀川 )
″   湯川泰秀  (大  阪 )

本年度は第 264地 区と合同で下記計画を実施 した。

1.財 団学友名簿の作成

学友の個 人原簿の整備につとめるとともに財団学友名簿 (奨学生87名 、G S E37名 計

124名 )を 作成 し、財団関係諸委員、学友ならびに各クラプに配布 した。

2.財団学友第 1回 オリエンテーションと学友懇談会の開催

標記の会合を財団奨学金委員会と共催で10月 23日 、YMCA国 際社会福祉センターで

伊藤パス トガバナーをはじめ34名 (学友22名 、ロータリアン12名 )参加の下に開催 し、

奨学生の留学およびロータリー理解をはかると共に懇談会では新旧学友とロータリア

ンの規交を深めた。

3.財団週間等の学友卓話斡旋

8月 16日 開催の クラプロータリー財団委員長会議で財団週間等での学友卓話斡旋のアピ

ールを行ない、これに基づいて要請のあった当地区24ク ラブに卓話者を紹介すると共に

2組 の IGFに 学友を派遣 した。

4.財団奨学生第 2回 オリエンテーションの開催

3月 5日 財団奨学金委員会と共催で標記会合をYMCA国 際社会奉仕センターで伊瀬

パストガバナーをはじめ21名 (奨学生7名、学友2名 、顧問 ロータリアン6名、財団諸委員

6名 )参加の下に開催 した。今回は特に顧間ロータリアンの出席 を要請 して相互連絡

につとめた。また、当日の欠席者にはオリエンテーションの要点を送付 じ理解の徹底を

期 した。

以上が現在 までに行なった主な活動内容であるが、これからの計画の して、財団学友の

パスト・サービスクラプの集会を役員と相談の うえ開催 し、その助成につとめたい。

予算  250、 000  支出黒計  185、 720  残高  64、 280
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拡 大部門

担 当バ ストガバナー 平井常次郎  (大阪南 )
わが 2C('地区が今ロータリー年度において新 クラプの第 声́ をあげたのは昨年12月 7
L]に 誕生 した八尾中ロータリークラブであった。八尾 クラプをホストとし、八尾東 クラプの

協 力の もとに新生の歓びを大きくしたわけで、これで八尾 市内待望の3ク ラプの顔が立派に

揃 ったのである_、 創立総 会は7日 夜八尾商工会議所において盛 た1■ 開催され、35名 の新会員

が幸 々 L(ス ター |・ を切 った。そして、5月 28日 :こ 大阪の太雷
=で
認融l状 の伝達式が行なわ

れ名実 とも1■ 意義あるスター トが切 られる。

次ヽヽ で`生まれたのは大阪天満橘 クラプが長期 illに わたって周到な準備 を進めて きた大手

竹クラブか
'た
18日 午前11時半か

`,大
阪コクサイホテルで倉:立総 会を開 き、新会員33名 |よ

tl月 1::~i意 義ある第 1[1'I会 を開いた。こうして有 力な:ク ラプを新 しくわれわれの同志に迎

えたのであるが、今後の展望 としても大阪 クラブが大阪の中心地点 に在 る船場に新 クラブ

の lI立 について検討 してお
')、
その他 :二 も枚方、池田にも遅 かれ早かれ新 クラプが′Lま れる

二とと期待される。さき1■ 第266地 区から分書::し た第264地 区でも4月 8目 和歌山の県民文化

会館で宵いた地区年次大会:1お いて近 く地区内にふたつの新 クラプの出来ることを内示

し、ロータリー奉仕活動の基盤がこ うして1貞調に力強 く伸びて行 くことは慶祝の至 りであ

仁達 記」

1983年 規定審議会決定事項の うち、拡大部門関係は次の通 り

||11(S14--112,区 域を共有する新クラプの承認条件を既存クラ

RI紹 則第1条 第1節 (I))項

拡大のために、区域共有 クラプの全部でな (と も過半数の承認があればよいと緩和

倒 (Si'-1141拡 大の為の既 存クラプの承認が拒否さオ
´
した場合、R I理事 会又は地区

ナヾーが再 考を求めることが出来る

IR I絆l則 第1条 第1節 (b)項 に追加

区域の割譲又は共有を含む新 クラプの結成に対する提案が区域内の クラブによ
')

拒否された場合、地区ガバナー又は RI理 事会は問題の再審議をクラブ会員 :こ 委ねる
二とが出来る。その決定 |よ定足数出席のもと,■ 出席 会員の3分の2の投票による。

制 rS3-115,区 域限界を共有する既 存諸クラプのアディシ

を修」l:す る件

RI細 則第1条 第1節 (|))項 :こ 追力E

承認 を必要 とするクラブ数が3っ 以 下の場合 (2`′ えは偶数で賛否の クラブ数が相土ば

する場合 )は 、
`d)項

:こ 規定 される出席 会長の投票の過 半数 とは、当該全クラプの票を

集計 したもの とする。

プの過半 とする件

ラブ結成承認 手続 き

-30-



拡大カウンセラー

委員長  中西順一郎  (大 阪西南 )

委員   山口満雄  (箕  面 )
″   村岡秀雄  (大阪東 )

1。  活動報告または残 〕)の 予定

地区分割後の初年度に際 し、「候補 クラブより拡大委員を御推薦いただき、3名 の地区拡大

カウンセラー、地区ガバナー及び担当パス トガバナーの強力な援助と指導を得て推進する」

という昨年度立案された基本方針に沿って活動いたしました。注 目の拡大委員会には、大阪

RC、 池田RC、 豊中RC、 大阪天満橋RC以上4ク ラプよ |)強 力な拡 大委員を推薦戴き、地区拡大の

組織が飛躍的に強化されたのであります。その上に、期首早々の7月 14日 、平井 P(1、 占藤

地区幹事ご出席の拡大委員及びカウンセラー会議に於いて、早くも2ク ラプの拡大委員会

発足のニュースがもたらされ、幸先のよいスター トを切ることができました。その一つは

昨年来の有力候補 クラブであった「大阪天満橘RC」 で6月 23日 の臨時総会で拡大委員会の

設置が承認され、7月 10日 には第1回 の委員会が開催されました。もう一つは、予期 しなかっ

た「八尾 RC」 に於いて戸田〃バナー直々の働 きかけで、7月 14日 拡大委員会が発足、新 クラブ

の区域限界を八尾RCと 八尾東RCの 区域を共有することとし、既にRI本 部の承認を取 7)付

けた 。・ 。という鮮やかなデビュー振 りのご報告に接 しました。こうして、本年度 |ま 早々

2ク ラプの設立が確定、それに力を得て、かねてよりの懸案であった「池田」「枚方」「大阪」「高

槻」「豊中3RC」 に従来以上の期待を以て望み、残された3ケ 月、全力を尽 くしたいと思います。

その一環として次年度の展望も含め、4月 中旬、再度平井 PG以下新・ 1日委員全員に御集ま

りをいただき、委員会を開催いたしました。新クラプの概要は下記の通 りです。

(1)八 尾中RC(八尾 RC)事務局 :八尾商工会議所会館内 Tel:0729-92-1110

例会日:毎週火曜日 18:30～    例会場 :八尾商工会議所
特別代表 藤本 直氏   会長 沼井 義一氏

(2)大 阪大手前RC (大 阪天満橋 RC)事 務局 :松坂屋大阪店  Tel:06-943-111,
例会日:毎週金曜日 12:30～   例会場 :大阪コクサイホテル

特別代表 藤野重郎氏   会長  津田 良雄氏
2. 次年度委員長への メッセージ

来たる1983～ 84年度は、地区カウンセラーを3年 ご担当いただいている山口さんが委員長

であります。従いまして、この成功 した組織を益 々ご発展されることでしょう。また、ガバナ

ー、パストガバナーの直接援助も強力で、組織は全 く完壁 となります。この組織が拡大に

極めて有効であることは、前期2ク ラプの誕生の事実 と、後を追って、次の新クラプの名乗 り

が期待される見込みなどから見事立証されたといえましょう。〃バナー、パストガバナーの

大所高所よりの働 きかけと、地区拡大委員の強力援護の もと、次期拡大カウンセラー委員長

のご活躍を期待いたします。

104、 160  残高
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、国 際 ― ― タ リ ー 第 266地 区
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内
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